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研究の方針 

 セールの交点数に関する予想の解決が一つの目標である。局所環上のグロタンディェ

ク群，チャウ群の解析が必要となる。その他，ヒルベルトの第14問題やカウシックの

問題に関連して，不変式論に興味を持っている。 
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研究課題1 交点数の研究 

研究内容 

<研究の目的> 

 局所環のチャウ群の構造を調べる。 

<研究の内容> 

 数値的同値な元からなる部分群で割った格子の状態を調べたい。 
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研究課題2 カウシックの問題について 

研究内容 

<研究の目的> 

 カウシックの問題の反例を探す。 

<研究の内容> 

 カウシックの問題は，有限体では反例が見つかっていない。正標数ではイデアルのシ

ンボリック冪は大きくなり，そのためにシンボリックなリース環はネーターになりやす

い。いかにネーターになりやすいか調べることが目的である。 
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